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と連絡して補液p 輸血を行い， 更にクロマイ を投与し
た．手術の翌日から腸維音聴取し， i涜腸により排便を

















































































































































示し， 20~出溶液では 41 のi雀流で， 3.2g の燐酸結石が
全く崩壊溶解した．
2) 尿道皮廓移植術後の患者の示指頭大2コの腎結
石（成分は燐酸結石） に本剤の10%及び20%溶液を各
1週間づっ濯流作用させてP レ線検査で殆んど消失し
た． 憂応すべき副作用は認めなかった．
13）症例報告
イ〉珊瑚樹状腎結石
ロ）大きな尿管結石の自然排出
県立岐阜病院皮膚泌尿器科
石山勝歳。49才.L"l:;Iミ．過労後の血尿及び腰痛を訴える．
腎切半術を開始したが多数の砂が出て来たので腎摘出
術を行った．珊瑚樹状のものは 12.Sg，小結石及び腎
砂は4276個.5.55g尿酸塩石であった．
ロ） 24才. 2聞の経産婦．左尿管末端部に，レ線フ
ィルム上でIOmm×29mmの結石を認めp 勝E光鏡的にその
一部をみて手術をすすめたが， 25日後入院した時には
この結石はなかった．患者は排石を自覚しなったが，
自然排出されたものと思われる．
他に32才男子で7mm×12mmx 17mmの尿管結石の自然
排出例の写真p 標本を供覧し，自然排石の限界につき
考察した．
